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令
和 

五
年  

十
二
月 

一
日  

発
行

い
い
ま
ち
づ
く
り
観
音
寺
輝
き
隊
通
信

②：え答

琴
弾
八
幡
宮
参
道
入
り
口
（
階
段

前
）
に
石
の
大
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
石
の
材
質
は
何
で
し
ょ
う
。

【
琴
弾
公
園
ク
イ
ズ 
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】

『
輝
き
隊
通
信
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
』
と
検
索

ま
た
は
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
こ
の
通
信

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
観
音
寺
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
輝
き
隊
通
信
は
閲
覧
で
き
ま
す
。

堀
野
林
治
は
勤
勉
、
努
力
家
で
口
数
の
少
な

い
誠
実
な
人
柄
だ
っ
た
そ
う
で
、
昭
和
三
十
六

年
に
故
人
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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琴
弾
公
園
の
池
付
近
に
集
合

み
ん
な
で
い
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

※

問
い
合
わ
せ 
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◇
◆  

公
園
清
掃
日
に
つ
い
て  

◆
◇

今
月
の
清
掃
日
は 

月 

４ 

日 

で
す
。

午
前
八
時
～
九
時
（
雨
天･

･
 

月 

日
）

琴
弾
山
の
山
上
に
大
正
六
年
の
詠
進
歌
と

し
て
入
選
し
た
堀
野
林
治
の
歌
碑
が
建
っ
て

い
ま
す
。

【
琴
弾
公
園
ヒ
ス
ト
リ
ー 

㊸
】

《
堀
野 
林
治
》
そ
の
２

堀
野
林
治
は
豊
浜
町
和
田

の
出
身
で
す
。
歌
人
と
し
て

活
躍
し
、
教
育
者
で
も
あ
り

ま
し
た
。
旧
丸
亀
中
学
、
旧

三
豊
高
等
女
学
校
（
現 

観
音

寺
第
一
高
等
学
校
）
な
ど
で

遠
山
雪

ひ
う
ち
な
だ
波
路
の
末
の
雲
は
れ
て

い
よ
の
高
嶺
に
雪
ふ
れ
る
み
ゆ

や
が
て
ま
た
百
瀬
の
里
に
い
た
る
ら
ん

八
十
の
み
な
と
を
君
舟
出
し
て

 
林
治

大
野
原
村
長
）
は
、
「
数
学
の
検
定

試
験
で
、
互
い
に
手
を
引
き
合
っ

て
励
ま
し
合
い
な
が
ら
試
験
を
受

け
た
仲
間
で
あ
る
」
と
、
著
書
の

『
回
想 

三
豊
中
学 

』
に
記
述
し
て

お
り
、
堀
野
林
治
を
若
い
頃
の

友
人
だ
と
書
い
て
い
ま
す
。

数
学
の
教
諭
を
務
め
ま
し
た
。
大
野
原
出
身
の

中
井
虎
夫
氏
（
数
学
者
、
旧
三
豊
中
学
校
教
諭
、
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◆ 

い
い
ま
ち
づ
く
り
観
音
寺
輝
き
隊 

◆

私
た
ち
は
「
琴
弾
公
園
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
」
を
主
な
目
的
に

し
て
い
る
小
さ
な
団
体
で
す
。
歴
史
的
な
も
の
を
見
直
し
郷
土
愛

を
高
め
、
ま
ち
を
も
っ
と
元
気
に
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

❁ ――  ❁ ――
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高
灯
籠
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
終
え
て

月
に
行
わ
れ
た
観
音
寺
市
街
地
の

よ
る
し
る
べ
（
夜
の
ま
ち
歩
き
）
に
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
琴
弾
山
の
高
灯
籠
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
日
没
後
２
時
間
実
施
し
ま

し
た
。
財
田
川
左
岸
の
新
琴
弾
橋
付
近

か
ら
は
高
灯
籠
が
き
れ
い
に
見
え
ま
し

た
。
琴
弾
山
か
ら
の
観
音
寺
の
夜
景
も

素
晴
ら
し
く
銭
形
砂
絵
や
高
灯
籠
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
、
さ
ら
に
琴
柱
池
の
照
明

も
実
施
す
れ
ば
観
光
客
に
今
ま
で
以
上

の
満
足
感
を
提
供
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
観
音
寺

が
、
歴
史
的
景
観

を
大
切
に
す
る
ま
ち

で
あ
っ
て
欲
し
い

と
願
い
な
が
ら
、

私
た
ち
は
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

観音寺第一高等学校正門
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①
安
山
岩

 

②
花
崗
岩

 

③
石
英
岩
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